
【下水道】 令和８年熊本地震 下水道管路調査支援の状況報告 【令和8年(2026年)8月21日】

下水道事業における被災地支援の枠組みと取り組み方針

支援体制(八代市)

調査計画・スケジュール

下水道管路調査活動状況

◼ 支援期間

 令和8年8月2日～

◼ 調査対象延長(汚水管・雨水管)

ΣL≒460km

◼ 応援隊編成

熊本市及び北九州市

八代地区
L≒291km

千丁地区
L≒65km

鏡地区
L≒75km

8月
1 1 0 2 0 3 1

スクリーニング調査
(0次調査)

詳細調査
(1次調査)

管内カメラ調査
(2次調査)

8/4 完了

8/6 完了

※8月末の調査完了を目標に作業中

八代市庁舎

8/6 開始

昨日の活動状況（日本下水道管路管理業協会と連携し管内カメラ調査を実施中）

熊 本 県

支援
要請

被災自治体

八代市

下水道対策本部

‣下水道対策本部長

下水環境課長

‣特別本部員

国土交通省（上下水道審議官グループ）

‣本部員

九州・山口ブロック連絡会議幹事（福岡県）

九州・山口ブロック内大都市（熊本市・北九州市・福岡市）
日本下水道協会
日本下水道管路管理業協会
全国上下水道コンサルタント協会
その他、関連団体や下水道対策本部長が認めたもの

八代市応援隊

現地応援総括者 熊本市

支援自治体

・熊本市
・北九州市 ※10日から

連携

◼ 国交省や熊本県・福岡県など関係機関と連携して実施

◼ 8月2日から管路被災調査(460km)を実施中

◼ 4日にスクリーニング調査（詳細調査範囲の抽出）完了、6日に詳細調査(190km)完了

◼ 6日から滞水等が確認された管路について、日本下水道管路管理業協会（管路協）と連携し、

管内カメラ調査(2次調査)を実施中

支援状況

〈 派遣人数 〉 8月17日 8月18日 8月19日 8月20日 8月21日 8月22日

派遣人数 7 9 8 8 9 8

延べ人数 153 162 170 178 187 195

〈 調査状況(班・km) 〉

管路協 調査班数
()は累計

8
（60）

17
(77)

19
（96）

19
（115）

19
（134）

管内カメラ調査延長：L= 33km
()は累計

1.5
(10.3)

2.3
(12.6)

3.3
(15.9)

3.3
(19.2)

進捗率(%) 約 31 % 約 38 % 約 48 % 約 58 %

※表中の数値は速報値のため、変動する可能性あり

実施中 予定

管内カメラ調査の準備

今後の活動状況について

8/15～8/16 8/17～8/28 8/29～8/31

6～7班
（関東・関西・九州地区）

8～18班
（関東・関西・中部・中国・四国・九州地区）

中部・中国・四国地区からの応援班が参入

最大18班体制へ増強し、調査を本格化させる予定

＜管路協の体制＞

調査結果の
とりまとめ

◼ 令和8年熊本地震で大きな被害を受けた県南4市町については、全国ルール（正式名称：下水
道事業における災害時支援に関するルール）に基づく支援が行われる

◼ 熊本市は、現地応援総括者として八代市の下水道管路調査を支援する。
⇒スクリーニング調査(0次調査)、詳細調査(1次調査)及び管内カメラ調査(2次調査)を実施

◼ 「上下水道一体の災害対応」の観点から、八代市を支援中の熊本市水道管路応急復旧支援隊
とも連携し、水道の復旧方針や通水予定に合わせた下水道管路の機能確保を図る

◼ 管路調査の支援が完了した後も、災害査定等に向けた技術的な助言を行うなど、被災地に寄
り添った支援を継続していく

◼ ピーク時である8/18～8/22頃には、応援職員を含め、総勢200名程度での支援となる見込み

◼ 8月28日までに調査を完了し、8月31日までの作業完了を目指す

管路内映像の確認
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